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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 960 192 950
市場単価 B 2,381 151
単位 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 490,256 457,152 143,450
補填金等 D

副産物・作業受託料等 E

計 F：C＋D+E 490,256 457,152 143,450
（販売経費差引） G：F-R 474,245 441,141 143,450
手取単価 G／A 2,298 151

種苗費 1,385 1,385
肥料費 61,246 61,246
素畜・種付費

飼料費

農業薬剤・診療衛生費 23,888 23,888
動力光熱費 58,998 23,454 28,936 28,635
諸材料費 ・敷料費 9,486 1,158 8,274 235
小農具費・作業衣料費 3,543 3,543
賃借料・料金 8,008 8,008
物件税 ・公課諸負担 10,170 5,420 4,750
保険共済費

土地改良・水利費

修繕費 38,706 12,901 24,267 6,664
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) H 130,644 46,256 79,360 21,791
生産管理費 1,538 754 628 680
物財費計 347,612 180,003 154,223 58,005
労働費 I 70,484 62,500 6,500 6,432
費用計 J 418,096 242,503 160,723 64,437
副産物価額差引生産費 K:J-E 418,096 242,503 160,723 64,437
支払利子 L 16,886 4,041 12,076 3,332
支払地代 M 2,308 2,308

N:K+L+M 437,290 248,853 172,799 67,769
自己資本利子 O 1,437 981 407 213
自作地地代 P 7,692 7,692

Q:N+O+P 446,420 257,526 173,206 67,983
選果出荷経費

運賃 814 814
手数料 15,196 15,196
計 R 16,011 16,011

114,611 30,801 78,782 21,791

16,032 15,455 578
　大動物

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 68,677 60,692 6,500 6,432
　雇用労働費(臨時) U*1,250円 1,808 1,808
　労働費計 I 70,484 62,500 6,500 6,432
　家族労働時間 T 55 49 5 5
　雇用労働時間(臨時) U 1 1
　労働時間計 V 56 50 5 5

W：N－S+R+E 384,624 188,160 182,309 61,337
X：F－W 105,632 -188,160 274,843 82,113

X/G 22 62 57
X/T*8時間 15,381 -31,002 422,835 127,657
Y:X-O-P 96,502 -196,834 274,436 81,900

Y/T*8時間 14,052 -32,431 422,209 127,326
Q/A － 268 902 72

(Q+R)/A － 268 986 72
V 56 50 5 5

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

　建物・施設 251,666 81,055 160,374 44,359
　農機具 38,541 37,385 1,156
　大動物

　合計 290,207 118,440 161,530 44,359

経営全体の収支は、自家生産・製茶650a、受託加工150aの収支合計を、650aで除して求めたものであり、

そのため生葉生産･荒茶生産･受託加工の10a当たりの数値の合計とは一致しない。

［経営成果］

農業所得率

労働時間

注） １、

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

単位当たり生産販売費

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

単位当たり全算入生産費

減価償却

内訳

家族労働報酬

荒茶生産
項　目　／　品目名

受託加工(生葉）

減価償却

内訳

H

販売経費

販売金額

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

農業粗収益

生葉生産経営全体

［費用］

農業総収入

物

財

費

労働時間

内訳

主産物

労働費内訳

［労働費及び労働時間内訳］

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

費

用

［減価償却費内訳］

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)
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１．技術体系の特徴

人 １．

ａ

生葉生産 ２．

荒茶生産

受託加工(生葉） ３．

幼木園育成

経営規模

耕地面積 畑（成園） ４．

畑（改植による幼木園）

５．

６．

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

（ 千円 ）

注）

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

年 千円

1 7

1 7

1 38

1 10

2 1 7

2 1 7

1 1 7

1 1 7

3 1 7

2 1 5

2 1 5

6 1 7

防霜ファンは、茶園の80%に設置し、生産安定を

図る。

農業所得 20,765

茶協業

（乗用型） 4

1,800

1,800

100,010 １日当たり農業所得

製茶加工は、120K型1.5ライン(3-2-3-2)2系列に

よる生産と、工場の生産性を高めるため、600a

分の一番茶生葉の受託加工を行う。

24,935

農業経営費 79,246 １人当たり年間労働時間 1,666経営目標

農業総収入

想定した経営類型 茶協業　（乗用型）

品種は早生品種「さえみどり」等を３割（うち１割

を改植）、「やぶきた」５割、晩生品種「おくゆた

か」等２割とし、蒸製玉緑茶を生産する。

栽培方式は高品質茶生産を図るため、被覆栽

培とする。

1,800

200

200

経営類型 労働力 品目・栽培型及び規模 経営・技術の特徴

600

2,000

専業農家４戸が経営を共同化し、製茶工場を新

設、農機具を新たに整備する。茶園は、各自の

従前からのものを継続管理し、そのうち、面積の

１割については、基盤整備を伴う改植を実施す

る。

目標収量は、標準技術で達成可能な収量とし、

「やぶきた」成園の10a当たり生産量で、一番茶

550kg、二番茶400kg、三番茶250kgとする。

注）

2,345

年 間

償 却 額

5,191

3,557

720

409

建

物

・

施

設

千円

防霜ファン　1,000a（既存） 1,000a　3～4.5kw／10a 43,200

製茶工場　1,400㎡ 鉄骨スレート葺き

種類・規模 型式・構造・能力 取得価格

生産性・作業性の向上のため、定期的に中切・深刈更新を実施し、更新後の茶葉の摘採は行わないこと（二番茶は面積の２割、三番茶は面

積の５割を不摘採）や、品種により植栽面積が異なるため、経営全体における実質的な平均生葉収量は、１０ａ換算で一番茶５６１kg、二番

茶３３８kg、三番茶９７kg、秋番茶１７８㎏、合計１,１７４㎏とする。

乗用型防除機 27.5ps・茶少量農薬散布用 7,541

22,247

防霜ファン　600a(気温差制御機能） 65,520600a　3～4.5kw／10a

計 579,534

製茶機 120K 1.5ライン(3-2-3-2) 2系列

132,314

12,863生葉処理量　720kg／時間 338,500

3,482

乗用型管理複合機（サブソイラー・施肥・堆肥散布・中耕装置含む）

43ps 9,584

38

乗用機械運搬車（２ｔスライダー） 2t 11,000 1,100

43ps

自走式両面裾刈機 23cc 698

520

農

機

具

構成員一人当たり

計 60,060 4,107

10,382 564

草刈機 21cc 82 4

普通トラック 2t 7,512 751

乗用型摘採機（浅刈、刈捨装置を含む) 34.3ps 13,262

乗用型管理複合機（施肥・堆肥散布・中耕装置含む）
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３．技術体系

１－１)　作　業　体　系｛茶協業（乗用型）｝

技術内容
作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

施肥 　春肥 　施肥基準による。

2月下～3月上旬 2 0.3 0.6

　芽出し肥

4月上旬 2 0.3 0.6

浅耕 　追肥Ⅰ

5月中～下旬 2 0.3 0.6
栽 　追肥Ⅱ

6月下～7月上旬 2 0.3 0.6

　秋肥

8月下～9月上旬 2 0.6 1.2

培 除草 4月中～下旬 4 0.5 2.0

6月上～旬 4 0.5 2.0

7月中～下旬 4 0.5 2.0

8月中～9月上旬 4 0.5 2.0

10月下～11月上旬 4 0.5 2.0

2月上～中旬 乗用型 2 0.4 0.8

2月中～下旬 防除機 2 0.4 0.8

4月上旬 (少量農薬 2 0.4 0.8 　殺ダニ剤

5月下旬 散布用） 2 0.2 0.4 400ℓ/10a

理 7月上～中旬 2 0.2 0.4 　殺虫･殺菌剤

8月中旬 2 0.2 0.4 100～120ℓ/10a

8月下旬 2 0.2 0.4 　クワシロカイガラムシ

9月中旬 2 0.2 0.4 1,000ℓ/10a（2年に1回）

被覆 一番茶期 5 0.3 1.5 化繊寒冷紗

二番茶期 5 0.3 1.5 ６００ｍ

茶用ピンチ

摘採  一番茶

摘 4月中～5月上旬 2 0.4 0.8

 二番茶

6月上～下旬 2 0.3 0.6

 三番茶

7月上～下旬 2 0.3 0.6

採 秋番茶

10月上旬 2 0.3 0.6

整枝 3月上旬 1 0.2 0.2

5月上～中旬 1 0.3 0.3
整

6月中～下旬 1 0.3 0.3

7月下～8月上旬 1 0.4 0.4

10月中～下旬 1 0.4 0.4
枝

管

（10ａ当たり：人、時間）

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

　畦間全面に施

肥したあと、管

理機で浅耕す

る。

乗用型管

理機（肥料

散布・中耕

装置）

　肥効調節型肥料使

用の場合は、追肥を省

くことが出来る。

　芽出し肥に液肥を施

用する場合は乗用型

防除機を活用し、株元

へ散布する。

　摘採面及び株

元の除草を人

力で行う。

病害虫

防除

　ハダニ防除の

場合は葉裏ま

で十分付着する

よう散布する。

　病害虫防除基準によ

る。

品

質

向

上

　被覆は直接掛

けとする。

　期間は、一番茶で7

～10日間、二番茶で5

～7日間行う。
　遮光率60％程度の

ものを用いる。

　一番茶は出開

度40～70%、

二･三番茶は出

開度50～60％

をめどに摘採す

る。

乗用型摘

採機
　各茶期とも適期を逸

しないように、計画的

に行う。

　三番茶芽の芽伸び

不良園では摘採を中

止し、良好な園では８

月上旬までにせん除

する。

　萌芽前に新芽

を切断しない高

さで摘採面を整

える。

乗用型摘

採機（刈捨

て装置）

　一番茶萌芽前に樹

冠面の乱れが見られ

る場合は、整枝を行

う。
　刈番は摘採14

～16日後に行

う。

　二･三番茶萌芽前に

遅れ芽が見られる場

合は、萌芽前に再整

枝を行う。　三番茶芽及び

再生芽は8月10

日までに行う。
　秋整枝は秋芽の硬

化を見て行い、寒害常

襲地では春整枝(2月

下～3月上旬）を行う。

　秋芽の芽数が

多い位置で行

う。
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３．技術体系

１－１)　作　業　体　系｛茶協業（乗用型）｝

技術内容
作業

時期

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

施肥 　春肥 　施肥基準による。

2月下～3月上旬 2 0.3 0.6

　芽出し肥

4月上旬 2 0.3 0.6

浅耕 　追肥Ⅰ

5月中～下旬 2 0.3 0.6
栽 　追肥Ⅱ

6月下～7月上旬 2 0.3 0.6

　秋肥

8月下～9月上旬 2 0.6 1.2

培 除草 4月中～下旬 4 0.5 2.0

6月上～旬 4 0.5 2.0

7月中～下旬 4 0.5 2.0

8月中～9月上旬 4 0.5 2.0

10月下～11月上旬 4 0.5 2.0

2月上～中旬 乗用型 2 0.4 0.8

2月中～下旬 防除機 2 0.4 0.8

4月上旬 (少量農薬 2 0.4 0.8 　殺ダニ剤

5月下旬 散布用） 2 0.2 0.4 400ℓ/10a

理 7月上～中旬 2 0.2 0.4 　殺虫･殺菌剤

8月中旬 2 0.2 0.4 100～120ℓ/10a

8月下旬 2 0.2 0.4 　クワシロカイガラムシ

9月中旬 2 0.2 0.4 1,000ℓ/10a（2年に1回）

被覆 一番茶期 5 0.3 1.5 化繊寒冷紗

二番茶期 5 0.3 1.5 ６００ｍ

茶用ピンチ

摘採  一番茶

摘 4月中～5月上旬 2 0.4 0.8

 二番茶

6月上～下旬 2 0.3 0.6

 三番茶

7月上～下旬 2 0.3 0.6

採 秋番茶

10月上旬 2 0.3 0.6

整枝 3月上旬 1 0.2 0.2

5月上～中旬 1 0.3 0.3
整

6月中～下旬 1 0.3 0.3

7月下～8月上旬 1 0.4 0.4

10月中～下旬 1 0.4 0.4
枝

管

（10ａ当たり：人、時間）

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

　畦間全面に施

肥したあと、管

理機で浅耕す

る。

乗用型管

理機（肥料

散布・中耕

装置）

　肥効調節型肥料使

用の場合は、追肥を省

くことが出来る。

　芽出し肥に液肥を施

用する場合は乗用型

防除機を活用し、株元

へ散布する。

　摘採面及び株

元の除草を人

力で行う。

病害虫

防除

　ハダニ防除の

場合は葉裏ま

で十分付着する

よう散布する。

　病害虫防除基準によ

る。

品

質

向

上

　被覆は直接掛

けとする。

　期間は、一番茶で7

～10日間、二番茶で5

～7日間行う。
　遮光率60％程度の

ものを用いる。

　一番茶は出開

度40～70%、

二･三番茶は出

開度50～60％

をめどに摘採す

る。

乗用型摘

採機
　各茶期とも適期を逸

しないように、計画的

に行う。

　三番茶芽の芽伸び

不良園では摘採を中

止し、良好な園では８

月上旬までにせん除

する。

　萌芽前に新芽

を切断しない高

さで摘採面を整

える。

乗用型摘

採機（刈捨

て装置）

　一番茶萌芽前に樹

冠面の乱れが見られ

る場合は、整枝を行

う。
　刈番は摘採14

～16日後に行

う。

　二･三番茶萌芽前に

遅れ芽が見られる場

合は、萌芽前に再整

枝を行う。　三番茶芽及び

再生芽は8月10

日までに行う。
　秋整枝は秋芽の硬

化を見て行い、寒害常

襲地では春整枝(2月

下～3月上旬）を行う。

　秋芽の芽数が

多い位置で行

う。
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３．技術体系

１－２)　作　業　体　系　(乗用型）

技術内容
作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

裾刈り 1 3.2 3.2

整
枝

中切り 5月中～下旬 乗用型 1 0.2 0.2
中切り機 (1.0) (1.0)

更

せん枝 6月中～下旬 1 1.0 1.0

新

7月下～8月中旬 2 0.4 0.8 　施肥基準による。

土

づ 深耕 隔年で行う。 8月上～下旬 1 0.5 0.5
(1.0) (1.0)

く 12月上～1月下旬 2 0.4 0.8 堆肥２ｔ以上

り

環境 1月～11月 草刈機等 4 2.0 8.0

環 整備

境

整

備 2月下～3月下旬 4 0.3 1.2

40.9

注)　（　　)内の数値は、１回の作業時間である。

　畦間の空間が

25cm程度にな

るよう裾部を刈

り落とす。

各茶期後及び秋

整枝前

自走式裾

刈機

（10ａ当たり：人、時間）

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

　 一番茶後に

地際より４５cm

前後の高さで水

平に行う。

　中切りは５年に１回

実施する。

　二番茶後に摘

採面から10～

20㎝刈り下げる

乗用型摘

採機（せん

枝装置）

　摘採後速やかに実

施できる場合は、深め

に刈り下げ、6月下旬

には、浅刈り程度とす

る。

土壌

改良
　秋肥施用の2

週間前までに石

灰資材を投入

し、管理機で土

壌と混和する。

乗用型管

理機（施肥

散布装置）
　三番茶摘採後に酸

度検定を行い、ｐＨ(純

水)4.0～5.0に矯正す

る。

乗用型管

理機（深耕

装置）

　新根の発生が旺盛

になる前に終えること。

　機械・施設等

を点検整備す

る。

　チェックシートを準備

し、点検・清掃・部品交

換等を行う。

合計

有機資

材投入

乗用型管

理機

（堆肥散

布・中耕装

置）

　完熟堆肥を用いる。

　圃場周辺の除

草・排水対策、

側溝、耕作道整

備など。

　除草剤散布の場合

は、除草剤使用基準を

適用する。
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上
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